
5月11日、12日の2日間、野外活動を群馬県の「国立赤城青少年交流の家」で行ないました。

この行事は「自然体験活動を通じて自分自身を振り返るとともに、“Team Elite Academy“の一員であることの意識を高

める。」ことを目的として平成22年度から行なっており、今年度で4回目となるＪＯＣエリートアカデミーの恒例行事とも言え

るものです。今回は競技の関係などで参加できない生徒を除く40名が参加しました。

午前8時にアスリートヴィレッジを出発し、11時過ぎに「国立赤城青少年交流

の家」に到着しました。雨が降り出し、プログラムを行なう上でコンディションが

良いとは言えない状況でしたが、森の中にある施設を活用して野外ゲームを

行ないました。

午後3時からは1日目のメインプログラムである「班対抗アウトドアクッキング

コンテスト」をおこないました。これは各班が知恵を絞って限られた材料でオリ

ジナル料理を作るプログラムです。計画性、チームワーク、リーダーシップなどチームとして活動して行く上で必要な要素

が盛り込まれており、最も盛り上がります。

今年も主菜となる米、パスタ、小麦粉などと、副菜となる鯛やイカ、鶏など丸のままの食材を工夫しながら調理していまし

た。生徒からも「鶏と小麦粉という難しい組み合わせだったけれど自分がやるべきことをみんなで考え、最高の料理ができ

た」などとの感想もみられ、各班とも素晴らしい出来栄えでした。

その後、班ごとにそれぞれのテントに分かれ就寝しました。

2日目は午前5時に起床し、赤城山の最高峰である黒檜山（くろびやま）登山を行ないま

した。大半のアカデミー生が登山の経験がなく、標高1827．6mの黒檜山は予想以上に

きつかったようです。ただ、この日は快晴で頂上からは富士山をはじめとして360度のパノ

ラマが一望でき、感動した様子でした。今年度はこれまでの静岡県の朝霧野外活動セン

ターから場所を変え、内容もレベルアップしたものとなりました。そのため、生徒は精神的・

肉体的にきついと感じたようですが、反面感動や達成感も大きかったようです。

今回の野外活動は4月に実施した

保護者会でのチームビルトと組み合わさったプログラムであり、

今年度のＪＯＣエリートアカデミーのテーマである「ＴＥＡＭ」につい

てさらにいろいろなことを感じたようです。今回の活動を活かして、

お互いを尊重しながら意識を高めあうことができる関係を作って

いってほしいと思います。

なお、野外活動に引き続いて6月からは「学習会」「英会話教室」

「言語技術教育」の3つのプログラムが開始されます。これらの

プログラムは3月まで定期的に実施されます。
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主な大会の予定主な大会の予定
【卓球】

■大会名：平成25年度日本卓球リーグ（前期）
■参加者：松田、硴塚、宮﨑、緒方、福田、浅津、金光

森田、石川、加藤（結）、竹内
■日 程：6月12日～16日
■場 所：川崎市とどろきアリーナ(神奈川)

■大会名：ITTFサーキット中国オープン
■参加者：大塚、東、酒井、龍崎、浜本、加藤（美）、平野
■日 程：6月12日～16日
■場 所：長春(中国)

■大会名：ITTFサーキットジャパンオープン
■参加者：東、酒井、龍崎、石川、森田、浜本、加藤（美）、平野
■日 程：6月18日～23日
■場 所：横浜文化体育館(神奈川)

【フェンシング】
■大 会：平成25年度全日本フェンシング選手権大会

■参加者：緒方、森、梅津、髙嶋、向江、脇田、星野、清水
■日 程：6月28日～30日
■会 場：国立代々木第一体育館（東京）

【レスリング】
■大会名：第39回全国中学生レスリング選手権大会
■参加者：南條、田南部、須崎、梅林、阿部、乙黒（拓）、基山

森川、榊
■日 程：6月8日、9日
■会 場：茨城県立スポーツセンター（茨城）

■大会名：全日本選抜レスリング選手権大会
■参加者：花田、古市、向田
■日 程：6月14日、15日
■会 場：国立代々木第二体育館（東京）

◆卓 球◆ 2013 ITTFポーランドジュニアカデットオープン

野口君、安部君、西藤君の3名がシニアワールドカップ2大会に挑戦しました。ワールドカップはオリンピックのメダリストを

はじめとして世界のトップクラスが集まる大会であり、3名にとっては世界トップレベルを体感できる絶好の機会となりました。

≪高円宮牌≫

5月4日、5日に16カ国から85名の選手が参加して駒沢公園体育館（東京）で開催されました。結果は、全員予選リーグを

通過はならなかったものの、大柄で豊富な経験を持つトップレベルの選手と互角な戦いをしており、予想以上に成果があり

ました。

≪Copa Villa La Habana≫

5月25日、26日に、25カ国から131名の選手が参加してハバナ（キューバ）で開催されました。3名とも予選リーグを突破し、

トーナメントに進出することができました。特に西藤君は5勝1敗という好成績をおさめ決勝トーナメントへのシード権を獲得

しました。トーナメント1回戦で野口君はPRANZ(オーストリア)、安部君はGAROZZO(イタリア)に敗れました。また、西藤君

は個人戦終了後に実施された団体戦にも日本代表チームのメンバーとして４試合に起用され、全試合で勝ち越すという結

果を残しました。３名とも自分たちの力が世界でも通用することを実感した大会でした。今回の経験を勝負の場となるカデや

ジュニアのワールドカップで活かしと欲しいと思います。

◆フェンシング◆ シニアワールドカップ
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５月２２日から２６日までブワディスワボボ（ポーランド）でITTFジュニア・カデットオープンが開催されアカデミー生１８名

が出場しました。

男子はジュニア団体準決勝で地元ポーランドと対戦し、完全にアウェイな会場の雰囲気の中で龍崎君が踏ん張り３対

２で勝利し、決勝ではチャイニーズタイペイを３対１で破り優勝を果たしました。また、団体戦から好調の緒方君がカデッ

トシングルスで２位、硴塚君はジュニアサーキットの個人戦種目で初の表彰台となりました。

女子では加藤（美）さんが団体・ジュニア・カデットの三冠を達成し、シングルスでは負け無しでした。事前の準備、練習

の取り組みを見ても大きく成長が見られ、世界ランキングポイントを獲得できたことは大きな自信となりました。

また、大会前にパリで行われた２０１３年世界卓球選手権を観戦し、世界の大舞台を実際の雰囲気を肌で感じ、世界で

戦うことの難しさなどを学びました。この経験は今後の競技生活に大きな影響を与えるものとなることでしょう。

≪男子≫ ・ジュニア団体：日本Ａ（東、酒井、龍崎） 優勝

・ジュニアシングルス：東 ３位

・ジュニアダブルス：大塚・硴塚組 ２位

・カデットシングルス：緒方 ２位

≪女子≫ ・ジュニア団体：日本A（浜本、加藤（美）、平野） 優勝

・女子ジュニア団体：日本B（石川、森田彩音、加藤（結）、竹内） ２位

・女子ジュニアシングルス：加藤（美） 優勝、森田・平野 ３位

・女子カデットシングルス：加藤（美） 優勝、浜本 ２位、竹内・平野 ３位


